
 〈 〉至適な血管内超音波ガイド経皮的冠動脈インターベンションの複

雑性病変における臨床経過を評価する前向き観察研究

 〈 〉癌合併の下腿限局型深部静脈血栓症に対する最適な抗凝固療法の投

与期間を検証する研究

 〈 〉 治療による血行動態改善後の 患者における心

肺運動負荷試験時ピーク心係数に及ぼすリオシグアトの効果〜多施設共同二重盲検ランダ

ム化比較試験〜

【腎臓内科】

 〈 〉腎機能低下を呈する高尿酸血症患者に対するドチヌラドの有効性および安全性

に関する検討

 〈 〉慢性腎臓病患者の腎アウトカムに対する酢酸亜鉛水和物製剤のランダム化多

施設共同研究

【脳神経内科】

 〈 〉非弁膜症性心房細動とアテローム血栓症を合併する脳梗塞例の二次予防に

おける最適な抗血栓療法に関する多施設共同ランダム化比較試験

 〈 〉エクリズマブ投与全身型重症筋無力症 患者の病態生理特性に関する

前向き多施設共同臨床研究―日本人患者を対象とした血中補体および 関連抗体価の

経時推移の検討―

低侵襲医療研究室  室長 佐藤 徹（整形外科 診療部長）

● 構成メンバー

低侵襲医療研究室は、当院の外科系各診療科（外科、泌尿器科、心臓血管外科、小児外科、耳鼻

咽喉科、産婦人科、脳神経外科、麻酔科、呼吸器外科、眼科、皮膚科、整形外科）で構成されている。

● 活動状況

1． 当研究室では内視鏡手術の専門医を多数配し、安全・安心な内視鏡手術の実践に努めている。

さらに、手術機材の工夫・手術材料の選択等によって患者さまへの負担の少ない医療提供を実現

している。

当研究室は、近隣地域からの受診にとどまらず、岡山県内・外から多数の患者さんが受診し、地域

医療のみならず、所属している学会を主導している診療科も複数科あり、活発な研究活動を行って

いる。

論文、学会報告等は各診療科ページをご参照ください。

2． 低侵襲手術例は具体的に

・泌 尿 器 科 腹腔鏡手術 41 例、ロボット支援前立腺全摘術 3 例、

経尿道的尿路結石除去術 54 例、経尿道的膀胱・前立腺手術 125 例

・呼 吸 器 外 科 胸腔鏡視下手術 123 例 ＊2024 年 2 月からロボット支援下手術

・消 化 器 外 科 腹腔鏡視下手術 338 例（うちロボット支援下手術 3 例）

・乳腺甲状腺外科 低侵襲手術 2 例

・眼 科 極小切開硝子体手術 152 例、低侵襲緑内障手術 4 例、

涙道内視鏡を用いた涙管チュ －ブ挿入術 4 例

・小 児 外 科 低侵襲手術 120 例（鼠経ヘルニア 43 例、虫垂炎 31 例、

その他腹部 25 例、膀胱鏡関連 13 例、気管・肺 8 例）

・心 臓 血 管 外 科 胸腔鏡を用いて、小開胸下に弁膜症、冠動脈手術 4 例

・産 婦 人 科 低侵襲手術 20 例

・整 形 外 科 内視鏡手術 93 例、顕微鏡手術 48 例 ＊脊椎手術用ロボットが導入された

このように、当研究室の診療科は「外保連手術指数」による手術技術度の高い手術を多く行うこと

により、当院が DPCⅡ群病院であることに大きく貢献している。
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